system-cache-stats
テーブルキャッシュ、インデックスキャッシュ、ブルームフィルターキャッシュのヒット/ミス統計を照会します。クラスター管理者権限が必要です。
コマンドプロパティ
	項目
	説明

	コマンドタイプ
	ドライバークエリ

	必要な権限
	クラスター管理者

	ライセンス使用量
	集計しない

	並列実行
	非対応

	分散実行
	非対応


構文
system-cache-stats
system-cache-stats コマンドはオプションや引数を指定できません。コマンド名の後に値を入力するとエラーが発生します。
入力フィールド
なし（ドライバークエリのため、パイプラインの最初のコマンドとしてのみ使用します）
出力フィールド
	フィールド
	タイプ
	説明

	cache
	文字列
	キャッシュストレージ名。table（テーブルキャッシュ）、index（インデックスキャッシュ）、bloomfilter0、bloomfilter1（ブルームフィルターレベル0、1キャッシュ）のいずれか

	request_count
	64ビット整数
	キャッシュ照会の総数（ヒット + ミス）

	hit_count
	64ビット整数
	キャッシュヒット回数

	miss_count
	64ビット整数
	キャッシュミス回数

	hit_rate
	64ビット実数
	キャッシュヒット率（0.0-1.0）

	eviction_count
	64ビット整数
	追い出されたキャッシュエントリ数


エラーコード
パースエラー
	エラーコード
	メッセージ
	説明

	95130
	unexpected-args
	コマンド名の後にオプションや値を入力した場合

	95160
	no-read-permission
	クラスター管理者権限がない場合


ランタイムエラー
該当なし
説明
system-cache-stats コマンドはテーブルキャッシュ、インデックスキャッシュ（inverted索引）、ブルームフィルターキャッシュ（レベル0、1）のリクエスト数、ヒット数、ミス数、ヒット率、追い出し数を照会します。キャッシュごとに1行を返します。
統計記録はデフォルトで有効になっており、別途設定なしで値が埋められます。キャッシュサイズは logpresso.conf の CACHE_SIZE、INVERTED_CACHE_SIZE などのオプションで調整できます。
特定のキャッシュの統計記録を無効化すると、そのキャッシュの統計自体が空になり、そのキャッシュに対応する行が照会結果から完全に除外されます（エラーは発生しません）。照会結果に一部のキャッシュ（table、index、bloomfilter0、bloomfilter1）が表示されない場合は、そのキャッシュの統計記録設定を先に確認してください。
使用例
全キャッシュ統計の照会
system-cache-stats
ヒット率が低いキャッシュのみ照会
system-cache-stats
   | search hit_rate < 0.5
キャッシュごとの追い出し数を基準に並べ替え
system-cache-stats
   | sort -eviction_count
変更履歴
system-cache-stats コマンドはSonar 4.0.2609.0バージョンから利用可能です。
